
第３回以降の議題（案） 検討するポイント・方向性

アクセス支援
・妊婦が遠方の分娩取扱医療機関へ通院するための交通費、宿泊費の拡充、充実の検討

・妊産婦の移動を支援するための公共ライドシェアを活用した取組の検討

分娩機能のあり方
・分娩取扱医療機関数、分娩数の減少に備えた目安・対応策を検討

・分娩取扱医療機関（センター含む）、妊婦健診のみを行う施設の役割分担や施設間の連携体制を整理

令和７年度三重の周産期医療体制あり方検討会の検討状況について

１

○県内の周産期医療体制の現状と課題を整理

主に人手不足や分娩取扱施設への支援、妊婦に対するアクセス支援等の必要性について、意見をいただいた

第１回検討会の主な内容（R7.6.24）

第２回検討会の主な内容（R7.11.17）

○医療従事者等へのアンケート結果共有、分娩取扱施設等への支援策を提案

妊産婦や分娩取扱施設への財政的な支援を求める意見

助産師出向支援の拡充や承継後の施設の定着支援等の取組を提案

○次回以降の議論の方向性

・アクセス支援（交通費・宿泊費支援の充実、公共ライドシェアの取組の検討による妊婦にとって安心できる環境づくり）

・分娩機能のあり方（分娩取扱施設、分娩数の減少に備えた対応等の検討）

県内の周産期医療体制に係る課題等の洗い出しや支援の方向性を一定示すことができた。

一方で、分娩数や分娩取扱医療機関の減少に備えた周産期医療体制のあり方について、議論が尽くされていない。
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